ホストクラブの義務

　　１）青少年交換委員会の設置

　　　青少年交換委員会は、国際奉仕部門に所属する委員会として位置づけられています。

　　２）受入高等学校の選定　　

　　　選定に際しては、青少年交換プログラムに理解を示し、積極的に来日学生を受入る意思のある高等学校が望ましいでしょう。

　　３）受入高等学校への説明

　　　以下の点について高校側の理解を得ることが必要です。

　　　A.このプログラムは国際親善、国際理解を主な目的としております。

　　　B.1年間に限っての留学です。

　　　C.学校における教育活動を優先させます。

　　　　青少年交換委員会は、学校の行事を予め知らせてもらいます。クラブ行事や地区行事は学校の教育活動に差し障りの無いように配慮しましょう。また、予めロータリーの日程を学校に通知するとよいでしょう。

　　　D.積極的に外国人学生を受け入れることは、在校生に良い刺激を与えます。

　　４）受入交換学生の通学

　　　通学は、受入学生の重要な目的のひとつであり、クラブの関係者は常に学校当局と緊密

な連絡を保持し、PTAとしての役目を果たしてください。交換学生受入後なるべく早い

時期に登校するように手配してください。

（毎日学校へ喜んで登校したがるようになれば半ば成功と考えられます。）

　　５）予算措置

　　　受入に要する教育費（教科書、学生服、靴、その他）、生活費（ホストファミリーへの

補助、来日学生のお小遣い）などはホストクラブの負担です。

尚、来日より帰国までの1年間がロータリーの1年度と一致しないことも留意し、予算

の分割など、次期会長との綿密な引継ぎが必要です。学校が授業料を免除する例が多いですが、事前に打ち合わせをして確認してください

　　６)カウンセラーの選任

　　　カウンセラーは来日学生の日本滞在中に親代わりとして指導相談に当たります。会長は

会員の中から次のような人を選んでください。

A.ホスト経験者であること。但し、カウンセラー任期中はホストを引き受けないのが原則です。学生・ホスト・青少年交換委員に対して公平な立場での対処が望まれるからです。

　　　　B.カウンセラーは同じ理由で、青少年交換委員会に属さず、委員長や委員を兼務しないことが望ましい。

　　　　C.豊富な人生経験を有し、良く相手の立場を理解し謙虚に相手の話を良く効く誠実な人物。

　　　　D.任期は年度に関わらず交換学生在日期間中。

　　７）行事日程

　　　クラブ及びホストファミリーが旅行その他の行事に交換学生を参加させるときは、予め

決まっている高等学校の行事（修学旅行、運動会、文化祭等）や地区青少年交換委員会の

行事（地区大会、オリエンテーション、旅行、スキー、キャンプなど）とぶつからない

よう配慮してください。学校の修学旅行は大変良い経験になりますから、可能な限り参

加させてやって下さい。参加費用は、自己負担ですが、これはスポンサークラブが負担

してください。

　　８）会員全員で招待

　　　会員がそれぞれ家庭で食事に招待したり、旅行に招待したりすることを奨励しましょう。週末の一泊旅行や長期休暇中の数日の旅行、ピクニック、映画、観劇などへの招待は、来日学生の交友の輪を広げるだけでなく、ホストファミリーの負担を少しでも和らげることになります。クラブによってはこれを制度化し、ホストファミリー以外の全会員が順番に1年を通じて来日学生を招待しているケースもあります。

